














































































に着目し,種々の置換基を持つナフチリジン誘導体を新規合成し, 21-mer AP site含有DNA二重鎖との
相互作用を評価したoアルキル基を導入した3種のナフチリジン誘導体ADEND(2-amin0-5,7-diethy1-1,8-




倍に達した一(K‖/106M-1 at pH 7.0, T: 3.2, C: 0.29, G:<0.01, A: 0.020).一方,電子求引基であるCF3
基を導入した7-AMTFMND(2-amiJI0-5-methy1-7-trifluoromethyll1,8-naphthyridine)及び5-AMTFMND(2-
amin0-7-methy1-5ltrifluoromethy1-1･8-naphthyridine)は著しいシトシン選択性を発現することが分かった0
7_AMTFMNDのシトシンに対する結合親和力は,他の塩基と比べて15倍以上(K../106M一一at pH 5.5, C:
1.7, T: 0.068, G: 0.ll, A: 0.024), 5-AMTFMNDの場合は20倍以上に達した(Kl./106M~Lat pH 5.5, C:























を行った｡まず, sNPs検出に応用可能な新たな認識場としてGap siteを見出し, AMNDがすべての配列
に適用可能であることを確認したo次に,Asymetric PCRにより標的一本鎖DNAを増幅して分析試料
















第4章では, DNA二重鎖中のAP siteを基質結合サイトとして利用することに着日し, AP site含有
DNA二重鎖(5'-GTGTGCGTTGC王CTGGACGCAGA - 3'/5'-TCTGCGTCCAG茎GCAACGCACAC-3,'王=レ
セプター塩基,茎-SpacerC3)がリボフラビンに対する優れたアブタマーとして機能することを見出したo
また,リボフラビンを蛍光マーカーとして利用する競合アッセイ系を構築することで,テオフイリン(気
管支瑞息の治療薬)を標的基質とするアブタマー開発を達成した｡本法により,テオフイリンに対する選
択的な蛍光シグナル応答が得られ,血清中においてもテオフイリン検出が可能であることが分かった｡ま
た,検出の際には,除タンパク等の精製を全く必要としないことから,迅速かつ簡便なテオフイリン検出
法として,本法は十分な実用性を備えていると言える｡
以上の研究成果は論文提出者が自立して研究活動を行うために必要な高度の研究能力と学識を有するこ
とを示している｡したがって,清野丈博君提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格と認める｡
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